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１ 国立公園満喫プロジェクトとは 

  平成 28 年(2016 年) 3 月 30 日に観光ビジョン構想会議（議長：内閣総理大臣）がと

りまとめた「明日の日本を支える観光ビジョン」の柱の一つとして、国立公園を世界

水準の「ナショナルパーク」としてのブランド化を掲げ、平成 28 年（2016 年）7 月に

環境省が選定した８箇所の国立公園において、オリンピックが開催される令和 2 年

（2020 年）までに訪日外国人を惹きつける取組みを計画的、集中的に実施し、外国人

国立公園利用者数を年間 490 万人から 1,000 万人に倍増させることを目指しています。 

 

２ 阿蘇くじゅう国立公園における主な取組み 

（1）「阿蘇くじゅう国立公園ステップアッププログラム 2020」の概要 

本プロジェクトの全国モデル箇所の１箇所に選定された「阿蘇くじゅう国立公園」 

では、行政、民間、有識者からなる阿蘇くじゅう地域協議会において、平成 28 年度 

（2016 年度）から令和 2 年度（2020 年度）までを計画期間とするロードマップとし 

て、平成 28 年（2016 年）12 月に、「阿蘇くじゅう国立公園ステップアッププログラ 

ム 2020」を策定しました。 

 阿蘇くじゅうの最大の魅力である草原の維持・再生をはじめとした上質な景観保 

全を図るとともに、多様な宿泊施設の確保などによるインバウンド（訪日外国人の 

旅行）や滞在客の増加を図ることとしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 「国立公園満喫プロジェクトの取組み」について 
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(2) ステップアッププログラム 2020 実現に向けた本県の取組み 

本県では、阿蘇の特徴である世界最大級のカルデラ地形を有する「活火山」と、人々

の営みにより守られてきた雄大な「草原」など、これらの景観を体感できる多様な体

験を提供し、インバウンドを中心とした来訪者の満足度を向上させ、来訪客数及びそ

の滞在時間（日数）を増加させること目指し、国、県関係部局、市町村及び民間団体

と連携しながら、17 の重点取組みを中心にハード・ソフト両面で事業に取り組んで

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (3) 本県のこれまでの主な取組状況 

   令和 2 年（2020 年）の目標実現に向けて、本県では、これまで自然を体感できる

木製の展望デッキ、草原景観に配慮した木柵（安全柵）の整備を行うとともに、環

境省や地元市町村と連携して、ＪＲ阿蘇駅前の無電柱化や中岳火口を満喫するトレ

ッキングコース整備などに取り組んでいます。 

 また、阿蘇くじゅう国立公園内への来訪者の滞在時間増加に向け、国立公園の特 

性を生かしたガイド付きプログラムの造成や多様なアクティビティープログラムの

提供など受入環境整備にも取り組んでいます。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


